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村制施行七十周年

　昭和31年に高井村と山田村の合併により高山村が誕生して以来、令和８（2026）年９月30日に村制施行七十
周年を迎えます。村ではこれを記念し、村制施行からの歴史を振り返るとともにこれからの10年のスタートにあ
たり、村民の郷土愛を深め、地域の魅力を発信する機会とするため、多彩な記念事業を実施する予定です。

記念品製作等

事　業　名　等 予 定 す る 内 容 等

フォトコンテスト 村の四季の風景、動植物、文化財、伝統芸能、イベントなどを撮影した写真の募集
写真募集期間７月 31 日㈮まで

村勢要覧・記念誌製作事業 村の歴史と統計資料等を掲載する村勢要覧及び村の観光資源、りんご・ぶどう・ワ
イン等の特産品を特集する記念誌の製作・発行（全戸配布）

記念品製作事業 村のオリジナルワイングラス、八幡屋礒五郎オリジナル七味缶等の製作（予定）

記念番組制作事業 県内のテレビ局の制作協力による村の 10 年間の歩みや観光資源、りんご・ぶどう・
ワイン等の特産品を紹介する高山村特集番組の制作（予定）

　上記のほか、「信州高山桜まつり」、「信州高山まつり」、「信州高山ヒルクライムチャレンジ 2026」等のイベント
への冠付与や高山村商工会、信州高山村観光協会、山田温泉観光協会、信州高山太鼓運営協議会、おごっそに乾杯！
実行委員会、高山村ワインぶどう研究会等の村内の各種団体の皆様が企画する事業への協力など、高山村の魅力
を村内外に広く発信するための事業を実施する予定です。
　なお、来年度の事業につきましては、村議会３月定例会において、予算が成立した場合に実施することとなります。
　※実施する事業は、随時、広報たかやま及びホームページ等でお知らせします。

◆総務課企画政策係　☎２１４－２２６３

イベント・行事等　※開催日や内容が変更になる場合があります。

事　業　名　等 開 催 日 ・ 場 所 等 予 定 す る 内 容 等

天皇陛下ご下賜金記念植樹 ５月 23 日㈯（予定）
YOU 游ランド 村花「シャクナゲ」の記念植樹等

一茶館三十周年記念事業 ６月 21 日㈰（予定）
公民館 俳句大会表彰及び記念講演会の開催等

タイムカプセル開封・埋設
事業

開封・埋設式 10 月 11 日㈰
（予定）

高山村役場庁舎
20 年毎に実施しているタイムカプセルの開封・埋設
カプセル及び収容品の展示等

健康づくり講演会事業 ８月 23 日㈰（予定）
保健福祉総合センター

記念講演会の開催
　講師　北信総合病院荒井裕国統括院長
　演題「心血管疾患の治療と予防、高山村の魅力」

記念式典 10 月 11 日㈰（予定）
中学校体育館

第 1 部　村長表彰、キャッチフレーズﾞ、フォトコン
テスト入賞者表彰式等

第２部　記念コンサート「長野市交響楽団」（予定）

高山村文化祭 10 月 24 日㈯～ 25 日㈰（予定）
公民館

各種作品展示、文化協会員等による芸術・芸能発表、
行政展示（70 年のあゆみ）、消防ふれあい広場、緑化
木頒布会

信州高山食の祭典事業 11 月１日㈰（予定）
YOU 游ランド芝生広場

飲食ブース・キッチンカーの出店
各種団体等によるステージ発表
記念コンサート「ズーラシアンブラス」（予定）



3 2026.2 .15 広報

歴史と文化を知る歴史と文化を知る

一体感の醸成一体感の醸成

郷土への愛着と誇り郷土への愛着と誇り
（シビックプライド）（シビックプライド）

の醸成の醸成

村の魅力発信村の魅力発信

村制施行七十周年

祝  村制施行七十周年村制施行七十周年

村制施行七十周年「キャッチフレーズ」が決定しました！
　村制施行七十周年記念事業を実施するにあたり、記念事業を村内外に広く周知し、
村民の皆さまとともに記念事業を推進するため、高山村にふさわしいキャッチフレー
ズを募集しました。全国から 239 作品の応募があり、村内の団体の長等で構成する村
制施行七十周年記念事業検討委員会において、最優秀賞 1 作品と入賞５作品を選考い
たしました。
　最優秀賞に選考されたキャッチフレーズは、記念ロゴとともに、村の発行する啓発
物品や印刷物、ホームページをはじめ、本村の記念事業に協力する団体・企業等での
取組など、広く広報に活用させていただきます。
　なお、入賞作品の表彰は、本年 10 月に予定している村制施行七十周年記念式典に
おいて行う予定です。

最優秀賞
「かけがえのない　美しい村を　かけがえのない　未来へ」 霜方　和弘　様

（高山村）普段生活していると忘れがちになるこの村の自然、この村の豊かさ。あらためて、わた
したちが暮らすこの村を大切にしていく想いを込めました。

入　賞

「たからのやま　繋いで拓いて　たかやまむら」
須山　恵美　様

（神奈川県横須賀市）
高山村にある自然や人の温かさなどの宝の山が、これからも受け継がれさらに発展して
いくことを祈り、考えました。高山村と宝の山をひらがな表記することで、ユーモア（言
葉遊び）や温かさを表現しました。

入　賞
「ありがとう 70 年　美しいふるさと　高山村」 早川　俊章　様

（東京都新宿区）高山村はとても美しいふるさとであり、とても美しいふるさとのようなところです。70
周年に感謝し、改めてその思いを強調しました。

入　賞
「美しい四季をつないで 70 年」 西村　芳和　様

（滋賀県大津市）高山村は春夏秋冬、四季折々、一年を通して本当に美しい。その美しさをこれからもずっ
とつないでいってほしい気持ちを表現しました。

入　賞
「ほっこり　にっこり　高山村」 吉川　恭子　様

（大阪府枚方市）住んでみて、触れてみて、自然と笑顔になる高山村を表現しました。

入　賞
「みんな大好き高山村、未来へつなごう美しい村」 新井　陽菜乃　様

（高山村）高山中学校生徒の作品
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令
和
６
年
12
月
か
ら
長
寿
命
化
改
修

工
事
を
行
っ
て
い
た
公
民
館
は
、
本
年

２
月
末
に
工
事
が
完
了
し
、
３
月
29
日

㈰
か
ら
一
般
開
放
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
、

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
後
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
公

民
館
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
３
月
28
日
㈯
午
後
１
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
、
館
内
を
自
由
に
内
覧

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図
書
移
動
に
伴
い

図
書
移
動
に
伴
い

図
書
室
を
休
室
し
ま
す

図
書
室
を
休
室
し
ま
す

　

小
学
校
パ
ソ
コ
ン
室
で
開
室
し
て
い

ま
し
た
「
臨
時
図
書
室
」
は
、
３
月
８

日
㈰
を
も
っ
て
閉
室
し
ま
す
。

▼
利
用
再
開

　

３
月
29
日
㈰

　
　

午
前
９
時
か
ら
（
高
山
村
公
民
館
）

▼
お
願
い

　

休
室
期
間
前
に
借
り
た
本
の
返
却

は
、
公
民
館
窓
口
へ
お
持
ち
い
た
だ

公
民
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

公
共
施
設３

月
29
日
㈰
か
ら
公
民
館
が
利
用
で
き
ま
す

く
か
、
図
書
室
が
再
開
し
た
後
に
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
事
務
所
が

教
育
委
員
会
事
務
所
が

移
転
し
ま
す

移
転
し
ま
す

　

３
月
23
日
㈪
か
ら
、
公
民
館
地
階
で

受
付
等
の
事
務
を
開
始
し
ま
す
。

公
民
館
代
替
施
設
の
使
用
は
、

公
民
館
代
替
施
設
の
使
用
は
、

３
月
３
月
2828
日
㈯
ま
で
で
す

日
㈯
ま
で
で
す

　

長
寿
命
化
改
修
工
事
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
代
替
施
設
と
し
て
利
用
し
て
い
ま

し
た
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
等
の
利

用
は
、
３
月
28
日
㈯
ま
で
と
な
り
ま
す
。

公
民
館
の
利
用
に
つ
い
て

公
民
館
の
利
用
に
つ
い
て

◦
令
和
８
年
３
月
29
日
㈰
か
ら
一
般
開

放
し
ま
す
。

◦
２
階
及
び
３
階
の
利
用
申
込
は
、
２

月
27
日
㈮
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

３階 ホール３階 ホール
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施
設
の
概
要

施
設
の
概
要

▼
１
階

　

◦
図
書
室

　

◦
授
乳
室

▼
２
階

　

◦
会
議
室
１

　

◦
会
議
室
２

　

◦
研
修
室
（
和
室
）

　

◦
料
理
実
習
室

　

◦
資
料
室

▼
３
階

　

◦
ホ
ー
ル 

◆
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

◆
公
民
館

　

☎
２
１
４
－
９
７
６
２

１階 図書室
それまで室内を分けていた壁を一部取り除
くとともに、本棚を低くすることで、日差
しが部屋いっぱいに広がり、全体的に明る
くなりました。柱の周りの円形の本棚は、
両側に本が並べられます。

２階 研修室２階 研修室 ２階 料理実習室２階 料理実習室
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対
象
児
童
１
人
に
つ
き

対
象
児
童
１
人
に
つ
き

２
万
円
を
支
給
し
ま
す

２
万
円
を
支
給
し
ま
す

　

物
価
高
の
影
響
が
長
期
化
し
、
そ
の

影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯

を
力
強
く
支
援
す
る
た
め
、
児
童
手
当

を
受
給
す
る
世
帯
に
応
援
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

▼
対
象
児
童

①
令
和
７
年
９
月
分
の
児
童
手
当

　

支
給
対
象
児
童

②
令
和
７
年
９
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
に
出
生
し
た
児

童

▼
支
給
対
象
者

対
象
児
童
①
の
児
童
手
当
受
給
者
ま

た
は
対
象
児
童
②
の
保
護
者
の
う
ち

生
計
を
維
持
す
る
程
度
の
高
い
方

▼
支
給
方
法

　

原
則
、
申
請
は
不
要
で
す
。
児
童

手
当
受
給
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
申
請
が
必
要
で

す
。

　

村
議
会
１
月
臨
時
会
が
、
１
月
16
日

㈮
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
し
た
９
件
の
議
案
は
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

条　

例

条　

例

▼
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

▼
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
高
山
村
一
般
職
の
任
期
付
職

員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
７
年
の
国
の
人
事
院
勧
告
に

準
じ
て
期
末
手
当
及
び
職
員
の
給
与

等
の
引
き
上
げ
を
行
う
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当

高
山
村
議
会
１
月
臨
時
会

物
価
高
騰
対
策

議　

会

①
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児

童
の
保
護
者
。

②
公
務
員

　

所
属
庁
が
発
行
す
る
児
童
手
当

受
給
証
明
を
持
っ
て
令
和
７
年
９

月
30
日
時
点
の
住
所
地
の
市
町
村

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
手
当
を
希
望
し
な
い
場
合
ま
た
は

受
給
口
座
を
変
更
す
る
場
合
。

　

対
象
者
へ
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

予　

算

予　

算

▼
令
和
７
年
度

　
　

高
山
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

国
の
「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
、

食
料
品
や
日
用
品
に
使
用
で
き
る

「
生
活
応
援
給
付
商
品
券
事
業
」
や
高

齢
者
世
帯
等
に
対
す
る
「
燃
料
券
発

行
事
業
」、
18
歳
以
下
の
子
ど
も
１

人
に
つ
き
２
万
円
を
支
給
す
る
「
物

価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
事

業
」
や
降
雪
量
の
増
加
に
伴
う
除
雪

委
託
料
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
５
千
２
３
４
万
７
千
円
を
追
加

し
、
当
初
予
算
か
ら
の
累
計
額
を
58

億
２
千
91
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
会
計
の
ほ
か
特
別
会

計
３
件
、
企
業
会
計
２
件
の
補
正
予

算
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

物
価
高
対
策
に
関
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
６
頁
下
段
及
び
７
頁
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
総
務
課
総
務
係

　

☎
２
１
４
－
９
２
４
３

◆
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
－
９
２
６
７
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物価高騰対策

物価高騰下の村民生活の支援と
地域経済の活性化を図るための事業を実施します
　村では、食料品・エネルギー価格等の物価高騰の影響を受けた村民や村内事業者の
支援と、村内消費の喚起による地域経済の活性化を図るため、国の「物価高騰対応重
点支援地方創生臨時交付金」等を活用して、次の事業により全ての世代を支援します。

高山村生活応援給付商品券事業高山村生活応援給付商品券事業

支 援 内 容

食料品・日用品の商品の購入、食事代金の支払い、その他取扱店舗におけるサービス等の対価の支払
い等に利用できる商品券の給付
※商品券の有効期限は令和８年６月 30 日です。
※取扱店は、高山村商工会が発行する「信州高山村プレミアム付き商品券」の取扱店、食料品等物価高騰対応
　高山村生活応援給付商品券事業に参加する店舗等（取扱店舗は、商品券と同封のチラシをご覧ください。）

支援対象者等 高山村に住民登録がある世帯（令和８年１月１日時点）

支援・給付額 １世帯あたり 20,000 円

事 業 費 5,200 万円（約 2,600 世帯分）

◆総務課企画政策係　☎２１４－２２６３

高山村高齢者世帯等燃料券給付事業高山村高齢者世帯等燃料券給付事業

支 援 内 容
灯油等の購入に利用できる燃料券の給付
※燃料券の有効期限は令和８年６月 30 日です。
※取扱店は、JA ながの高山給油所、コメリ・ハード＆グリーン高山店の２店に限ります。

支援対象者等

◦ 65 歳以上の高齢者がいる世帯（令和８年１月１日時点）
◦寝たきり高齢者がいる世帯
◦重度障がい者がいる世帯
◦特定疾患・難病患者で重度認定者がいる世帯
◦生活保護世帯

支援・給付額 １世帯あたり 20,000 円

事 業 費 3,440 万円（約 1,720 世帯分）

◆健康福祉課福祉係　☎２４２－１２０１

高山村水道料金減免事業高山村水道料金減免事業

支 援 内 容 水道料金の基本料金を減免

支援対象者等 高山村に住民登録がある世帯及び事業所（令和８年１月１日時点）

支援・給付額 水道料金の基本料金（令和７年度第６期分）を減免

事 業 費 300 万円（約 2,600 世帯、400 事業所）

◆建設水道課上下水道係　☎２１４－９２９７

見本
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掘
削
開
始
ま
で
の
経
過

掘
削
開
始
ま
で
の
経
過

　

蕨
温
泉
は
、
昭
和
63
年
に
開
湯
し
ま

し
た
。
以
後
、
村
の
観
光
資
源
の
一
つ

と
し
て
、
ま
た
、
奥
山
田
地
域
の
観
光

の
中
心
と
し
て
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

蕨
温
泉
新
源
泉
掘
削
工
事
に
つ
い
て

観　

光

　

こ
の
た
め
村
営
温
泉
施
設
の
ふ
れ
あ

い
の
湯
は
、
令
和
４
年
に
累
計
利
用
者

数
が
４
０
０
万
人
に
達
し
、
現
在
で
は

年
間
約
10
万
人
に
利
用
さ
れ
る
施
設
と

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
開
湯
か
ら
約
40
年
が
経
過

し
、
設
備
の
故
障
と
修
繕
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
が
、
源
泉
の
老
朽
化
は
改

修
が
難
し
く
、
湯
量
が
不
安
定
に
な
る

な
ど
、
温
泉
の
給
湯
に
支
障
が
生
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
令
和
７
年
３
月

議
会
で
予
算
の
承
認
を
得
て
、
蕨
温
泉

新
源
泉
掘
削
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

工
事
概
要

工
事
概
要

▼
工
事
請
負
業
者

川
中
島
建
設
・
日
本
ア
フ
タ
ー
工
業

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

▼
掘
削
地
点

　

高
山
村
大
字
奥
山
田
字
長
峯

２
１
２
４
－
１

　
（
現
在
の
蕨
温
泉
の
隣
接
地
）

▼
工
事
期
間
（
予
定
）

　

令
和
８
年
10
月
末
ま
で

▼
契
約
額

　

２
億
５
千
３
８
８
万
円

▼
掘
削
深
度
（
予
定
）

　

約
６
０
０
メ
ー
ト
ル

進
捗
状
況

進
捗
状
況

令
和
７
年

　

３
月
４
日

　
　

県
よ
り
温
泉
掘
削
許
可
取
得

　

８
月
８
日

　
　

一
般
競
争
入
札
の
公
告

　

９
月
16
日

　
　

仮
契
約
締
結

　

10
月
１
日

村
議
会
10
月
臨
時
会
に
て
本
契
約

締
結
（
議
案
を
議
決
）

　

11
月
14
日

　
　

現
場
事
務
所
設
置

　

工
事
の
実
施
に
伴
い
、
通
行
制
限
や

工
事
車
両
の
出
入
り
等
、
皆
さ
ま
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

☎
２
１
４
－
９
２
９
６

　

11
月
20
日

　
　

仮
設
工
事

　
　

◦
工
事
看
板
設
置

　
　

◦
掘
削
地
点
上
空
の
枝
払
い

　
　

◦
整
地

　
　

◦
鉄
板
敷
設

　
　

◦
危
険
防
止
柵
設
置

　
　

◦
高
圧
電
線
防
護
管
設
置

　
　

◦
休
憩
小
屋
設
置

令
和
８
年

　

１
月
15
日

　
　

掘
削
工
事
用
櫓や
ぐ
ら

設
置

　

２
月
２
日

　
　

掘
削
開
始

　

１
月
15
日
に
掘
削
用
の
櫓
が
組
み
上

が
り
、
こ
こ
か
ら
器
具
や
機
械
の
運
び

込
み
、
調
整
等
の
様
々
な
準
備
を
経
て
、

２
月
２
日
か
ら
掘
削
を
開
始
し
ま
し
た
。
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毎
年
、
３
月
下
旬
は
自
動
車
の
登
録

申
請
や
検
査
手
続
き
が
多
く
、
運
輸
支

局
窓
口
が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

　

車
検
の
手
続
き
は
２
か
月
前
か
ら
実

施
で
き
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
２
月
中

に
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
廃
車
や
名
義

変
更
は
３
月
中
旬
ま
で
に
申
請
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
、
廃
車
の

手
続
き
が
期
限
内
に
行
わ
れ
ず
、
軽
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
事
例
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
税
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

の
６
期
分
の
納
期
は
３
月
２
日
㈪
で
す
。

ま
た
、
村
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
の
納
期
は
、
既
に
到
来
し
て

い
ま
す
。
納
め
忘
れ
て
い
る
税
・
料
金

は
な
い
か
、
も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、

督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
納
税
が
滞
る
と
地
方
税
法

に
基
づ
き
、
預
貯
金
等
の
差
し
押
さ
え

な
ど
、
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
、
納
め
て
い
な
い
税
金
が

あ
る
方
は
早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
電
話
に
よ

る
納
税
状
況
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お

答
え
で
き
ま
せ
ん
。
未
納
が
な
い
か
等
、

納
税
状
況
を
確
認
し
た
い
方
は
、
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
持
参
の
う
え
、

住
民
税
務
課
税
務
係
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
住
民
税
務
課
税
務
係

　

☎
２
１
４
－
９
２
４
４

◆
長
野
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０
－
５
５
４
０
－
２
０
４
２

自
動
車
の
登
録
・

検
査
手
続
き
は

お
早
め
に

税
金
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か

税　

金

　

認
知
症
を
自
分
事
と
し
て
考
え
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
村
民

の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た
認
知
症
を
知

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
「
本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
が

の
」
か
ら
お
越
し
い
た
だ
き
、
日
々
感

じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
開
催
日

　

３
月
６
日
㈮

▼
開
催
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
演　

題

　

当
事
者
の
思
い
と
家
族
の
思
い

　

～
当
事
者
と
家
族
の

一
体
的
支
援
を
考
え
る
～

▼
登
壇
者

　

◦
認
知
症
の
ご
本
人

　

◦
長
野
県
若
年
性
認
知
症

　
　
　

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

伝
田　

景
光 

さ
ん

「
認
知
症
を
知
る
講
演
会
」
開
催

福　

祉

▼
開
催
場
所

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
参
加
費

　

無
料

▼
申　

込

　

不
要

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
２
－
１
２
０
３

※ 注意 ※
　バイクや農耕作業車等のナ
ンバーの付け替えは違法です。
　違反行為をした者は、地方
税法に基づき 100 万円以下
の罰金刑等に処される場合が
あります。
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　消防団は、地域の安全を守り、安心をつくる大切な役割を担っています。普段は様々な仕事をしながら、　消防団は、地域の安全を守り、安心をつくる大切な役割を担っています。普段は様々な仕事をしながら、
火災や自然災害等の発生に備え、消火訓練や消防施設の点検等の予防消防活動をしています。火災や自然災害等の発生に備え、消火訓練や消防施設の点検等の予防消防活動をしています。
　火災のときには、消防署と協力して消火活動を実施するほか、地震や台風のときには、避難誘導や救助活　火災のときには、消防署と協力して消火活動を実施するほか、地震や台風のときには、避難誘導や救助活
動を行います。動を行います。

むらを守る。安心をつくる。むらを守る。安心をつくる。
消防団員消防団員をを募集募集しています。しています。

▶日　時　４月 12 日㈰　午前 10 時～
▶場　所　高山中学校正門前

　村では、毎年、４月に１年間の無火災・無災害を祈念して、点
検や分列行進を行うほか、永きにわたり消防団活動に尽力いただ
いた団員の表彰式等を行います。
　また、本年も行進や式典において、消防団喇叭隊と村の女性職
員の有志により結成した吹奏楽団「プティ・あんさんぶる」との
合同演奏を行うこととしています。

◆高山村消防団本部　（役場総務課危機管理防災係内）　☎２１４－２２６３

消防団とは
全国の市町村にあり、会社員、自営業、公務員など、普段は様々な仕事をしている方が
消防団員として活動しています（消防団員の身分は、消防士とは違い、特別職の非常勤
地方公務員です）。

対象者 高山村に住む、または働く 18 歳以上の方

出動報酬等 消防団員には、年額報酬（団員：36,500 円）の支給のほか、災害活動・訓練に出動し
た際の出動報酬（１日（４時間以上）：8,000 円）の支給があります。

公務災害補償制度 消防団活動により、死亡、病気又は負傷した場合は、本人や遺族に対して補償します。

退職報償金制度 ５年以上活動した消防団員には、勤務年数に応じた退職報償金の支給があります（団員
５年以上 10 年未満：200,000 円／団員 10 年以上 15 年未満：264,000 円等）。

被服・備品等の貸与 消防団員には、活動服、防寒着、レインウェア、救助用編上靴、長靴、保安帽等を無償
貸与します。

活動支援クーポン券の配布 消防団員とその家族は、村営入浴施設等を無料で利用することができます（YOU 游ラン
ドのプール・浴場、蕨温泉、山田温泉大湯、一茶館、森林スポーツ公園（マレットゴルフ場））。

消防・防災

令和８年の消防出初式を行います

プティ・あんさんぶる
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村
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る

方
が
、
安
心
し
て
治
療
に
専
念
で
き
る

よ
う
、
不
妊
治
療
の
費
用
を
助
成
し
ま

す
。

▼
対
象
者

◦
村
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い

る
夫
婦

◦
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▼
助
成
金
額

不
妊
治
療
に
係
る
医
療
費
の
自
己
負

担
額
（
年
額
50
万
円
ま
で
）

　
【
助
成
対
象
外
経
費
】

◦
国
、
県
等
の
助
成
制
度
を
利
用

し
て
い
る
治
療
費

◦
健
康
保
険
法
等
で
給
付
を
受
け

る
額
（
高
額
療
養
費
制
度
等
）

◦
食
事
療
養
標
準
負
担
額

◦
文
書
料
、
個
室
料
、
不
妊
治
療

に
直
接
関
係
な
い
も
の

▼
申
請
方
法

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
健
康
福

祉
課
窓
口
に
左
記
の
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
も
可
）。

①
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付
申
請
書

②
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
医
師
証
明

書
③
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
医
療
費
等

証
明
書

不
妊
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

少
子
化
対
策

④
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付
請
求
書

⑤
高
額
療
養
費
限
度
額
適
用
認
定
証

の
写
し

⑥
県
不
妊
治
療
助
成
事
業
交
付
決
定

通
知
書
の
写
し
（
県
助
成
対
象
者

の
み
提
出
）

※
①
～
④
の
書
類
は
、
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課
窓
口

ま
た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取

得
で
き
ま
す
。

▼
申
請
締
切

　

３
月
31
日
㈫

※
令
和
７
年
度
に
申
請
予
定
の
方
は

令
和
８
年
２
月
末
ま
で
に
保
健
予

防
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

長
野
県
不
妊
治
療
助
成
事
業

長
野
県
不
妊
治
療
助
成
事
業

　

県
で
行
っ
て
い
る
助
成
事
業
も
あ
り

ま
す
の
で
、
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
－
１
２
０
２

▼
国
民
年
金
と
は

　

自
分
や
家
族
の
加
齢
・
障
が
い
・

死
亡
な
ど
で
、
経
済
的
に
自
立
し
た

生
活
が
困
難
に
な
る
リ
ス
ク
に
備
え
、

す
べ
て
の
国
民
が
加
入
し
支
え
あ
う

仕
組
み
で
す
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
義
務

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
学
生
・
農
林
漁
業
者
・
自
営
業
者
・

無
職
の
方
等
に
、
保
険
料
の
納
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料

の
納
付
期
限
は
「
納
付
対
象
月
の
翌

月
末
」
と
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

納
付
期
限
か
ら
２
年
が
経
過
す
る
と

時
効
に
よ
り
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
す
る

と
将
来
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
年

金
額
に
影
響
が
出
る
だ
け
で
な
く
、

障
害
年
金
等
を
受
取
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
経
済
的
に
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
未
納
の

ま
ま
と
せ
ず
、
学
生
納
付
特
例
や
免

除
・
猶
予
申
請
を
検
討
く
だ
さ
い
。

※
本
人
が
納
付
で
き
な
い
場
合
世
帯
主

ま
た
は
配
偶
者
が
保
険
料
を
連
帯
し

て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

▼
納
付
方
法

　

納
付
は「
口
座
振
替
」「
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
」「
納
付
書
」の
３
つ
の
方
法
で
行

え
ま
す
。納
付
書
で
保
険
料
を
納
付
す
る

場
合
、
金
融
機
関
の
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
支
払
い
の
他
、電
子
納

付（
Ｐ
ａ
ｙ
‐
ｅ
ａ
ｓ
ｙ
）、
電
子
決
済

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
よ
る
納

付
）で
支
払
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

年　

金

▼
前
納
制
度

　

前
納
制
度
は
保
険
料
を
ま
と
め
て
前

払
い（
前
納
）す
る
こ
と
で
保
険
料
が
割

引
さ
れ
る
制
度
で
す
。前
納
の
納
付
方

法
は
６
か
月
分
・
１
年
分
・
２
年
分
の

３
つ
が
あ
り
、
納
付
方
法
に
よ
っ
て
割

引
額
や
申
込
期
限
が
変
わ
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
と
納
付
猶
予
制
度

学
生
納
付
特
例
と
納
付
猶
予
制
度

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

▼
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

納
付
特
例
・
納
付
猶
予
を
受
け
た
期

間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
納
め
た
場

合
と
比
べ
、
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。た
だ

し
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す

た
め
に
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、納
付
特

例
・
納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
の
保
険

料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
る「
追
納
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
制
度
等
、
詳
し
く
は
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
◆
長
野
南
年
金
事
務
所

　

☎
２
２
７
－
１
２
８
４
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村
で
は
、
村
民
の
自
主
的
な
健
康
づ

く
り
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
村
内

体
育
施
設
の
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
が
気
持
ち
よ
く
、
円
滑
に
ご

利
用
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
点
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
施
設
利
用
の
事
前
予
約
に
つ
い
て

　

体
育
施
設
調
整
会
議
（
毎
月
第
３

木
曜
日
）
の
後
に
翌
月
の
予
約
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　

予
約
の
受
付
は
平
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
施
設
利
用
申
請
に
つ
い
て

　

施
設
を
利
用
す
る
に
は
、
教
育
委

員
会
窓
口
で
利
用
申
請
を
し
、
許
可

書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
使

用
料
金
が
か
か
る
場
合
は
、
申
請
時

に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

鍵
を
借
り
る
際
は
許
可
書
の
提
示

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
施
設
の
使
用
時
間
に
つ
い
て

　

許
可
を
受
け
た
終
了
時
間
ま
で
に
、

片
付
け
・
清
掃
を
行
い
、
扉
の
閉
め

村
内
体
育
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

公
共
施
設

忘
れ
や
照
明
の
消
し
忘
れ
が
な
い
か

確
認
の
う
え
、
施
錠
し
て
く
だ
さ
い
。

　

施
設
の
使
用
時
間
は
必
ず
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
鍵
の
返
却
に
つ
い
て

　

施
設
の
利
用
が
終
わ
っ
た
ら
、
鍵

を
速
や
か
に
役
場
へ
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

　

鍵
の
返
却
先

　

◦
平
日
（
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
）

　
　

→
教
育
委
員
会
窓
口

　

◦
平
日
夜
間
（
午
後
５
時
15
分
～
）・

　
　

休
日

　
　

→
役
場
夜
間
窓
口

　

村
で
は
、
定
期
的
に
施
設
点
検
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
施
設
内
の
破
損
等

を
確
認
し
た
場
合
は
、
施
設
に
備
え
付

け
の
使
用
簿
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
か
、

教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
◆
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　

☎
２
１
４
－
９
７
６
２

『デジとしょ信州』ご存じですか？
 　デジとしょ信州は、県と
市町村が協力して運営してい
る電子図書館です。忙しくて
なかなか図書館に行けない
人も、パソコンやスマート
フォンを使っていつでもどこ
でも本を借りることができま
す。期限が来ると自動返却さ
れるので返し忘れもありませ
ん。ぜひお試しください。
　初めて利用する場合は、公
民館図書室にて登録が必要と
なります。詳しくは高山村公
民館図書室までお問い合わせ
ください。

◆公民館図書室
　☎２４６－５５６６

教　育

◀デジとしょ信州 HP
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出
荷
・
販
売
を
目
的
と
し
て
果
樹
栽

培
の
基
本
的
な
知
識
と
技
術
の
習
得
を

希
望
さ
れ
る
方
（
新
規
就
農
者
や
定
年

帰
農
な
ど
）
を
対
象
に
、
り
ん
ご
・
ぶ

ど
う
の
基
本
的
な
技
術
を
習
得
す
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
が
老
後

も
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
公

的
年
金
と
し
て
農
業
者
年
金
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
に
上
乗

せ
さ
れ
て
受
給
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
加
入
要
件

①
20
歳
以
上
65
歳
未
満
（
60
歳
以
上

は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保

険
者
）

②
年
間
60
日
以
上
、
農
業
に
従
事
し

て
い
る
方

③
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

▼
加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

①
自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
運
用

益
に
よ
り
年
金
額
が
決
ま
る
「
積

立
方
式
・
確
定
拠
出
型
」
で
す
の

で
安
心
で
す
。

②
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま

で
の
間
、
千
円
単
位
で
自
由
に
保

険
料
を
選
べ
ま
す
。
保
険
料
は
農

業
経
営
の
状
況
に
応
じ
て
、
変
更

で
き
ま
す
。

令
和
８
年
度
須
高
果
樹
セ
ミ
ナ
ー
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

農　

業

農　

業

③
納
め
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
生

計
を
一
つ
に
す
る
配
偶
者
や
後
継

者
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
は
、

そ
の
合
計
額
が
経
営
主
の
所
得
か

ら
控
除
で
き
ま
す
。

④
終
身
年
金
の
た
め
一
生
涯
に
わ
た

り
年
金
が
受
給
で
き
ま
す
。

⑤
運
用
管
理
な
ど
の
手
数
料
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
加
入
方
法

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
役
場
産
業

振
興
課
内
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
２
１
４
－
９
２
６
８

▼
日　

程

　

４
月
以
降
毎
月
１
回
程
度

▼
申
込
先

長
野
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
Ｊ
Ａ
な
が
の
須
高
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー

▼
申
込
期
限

　

３
月
13
日
㈮

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
受
講
料

　

無
料

◆
長
野
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

技
術
経
営
普
及
課
地
域
第
三
係

　

☎
２
３
４
－
９
５
３
５

◆
Ｊ
Ａ
な
が
の
須
高

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
営
農
課

　

☎
２
４
５
－
０
１
５
３
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現
在
、
国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
多
く
は
、
幼
少
期
に
複

数
の
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
こ
の
こ
と
を
「
マ
ル
チ
ス
ポ
ー

ツ
」
と
い
い
ま
す
。
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

を
行
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に

必
要
な
筋
力
や
思
考
力
が
総
合
的
に
鍛

え
ら
れ
た
り
、
体
に
か
か
る
負
荷
を
分

散
し
、
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
が
低
減
さ
れ
た

り
す
る
な
ど
、
様
々
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
と
は

埋
蔵
文
化
財
と
は

　

埋
蔵
文
化
財
と
は
、
地
下
に
埋
ま
っ

て
い
る
文
化
財
の
こ
と
で
、
土
器
や
石

器
等
の
「
遺
物
」
と
、
古
墳
や
住
居
跡

等
の
「
遺
跡
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

現
在
、
村
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
遺

跡
は
、
65
か
所
あ
り
ま
す
。

　

届
出
の
対
象
と
な
る
区
域
は
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
埋
蔵
文
化
材
に
関

す
る
手
続
き
」
の
「
遺
跡
詳
細
分
布
図
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
係
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
つ
い
て

手
続
き
に
つ
い
て

土
木
工
事
（
住
宅
を
含
む
）
を
し
た
い
土
地
が
埋
蔵
文
化
財
の
区
域
に
あ
る
場

合
は
、文
化
財
保
護
法
に
よ
り
、事
前
に
村
教
育
委
員
会
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

土
木
工
事
等
を
行
う
前
に
、

埋
蔵
文
化
財
区
域
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

教　

育

文
化
財
保
護

　

高
山
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
全

９
種
目
、
11
チ
ー
ム
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
団

し
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し
ま
せ

ん
か
？

▼
活
動
し
て
い
る
種
目

◦
硬
式
野
球
（
中
学
生
）

◦
軟
式
野
球
（
小
学
生
）

◦
剣
道

◦
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

◦
サ
ッ
カ
ー

◦
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

◦
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

◦
卓
球

◦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　　

各
ク
ラ
ブ
で
は
、
自
由
に
見
学
・
体

験
が
で
き
ま
す
。
団
員
募
集
中
で
す
。

　

小
学
生
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
で
、
興

味
が
あ
る
活
動
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
高
山
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係
内
）

　

☎
２
１
４
－
９
７
６
２

　

工
事
着
工
60
日
前
ま
で
に
村
教

育
委
員
会
へ
届
出

▼
申
請
書

土
木
工
事
等
の
た
め
の
埋
蔵
文
化

財
発
掘
の
届
出（
93
条
届
出
様
式
）

▼
添
付
書
類

工
事
箇
所
の
土
地
及
び
付
近
図
、

工
事
概
要
が
分
か
る
図
面
等

　

な
お
、
埋
蔵
文
化
財
区
域
外
の
掘
削

等
の
工
事
で
、
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
場

合
に
は
、
直
ち
に
工
事
を
中
断
し
、
村

教
育
委
員
会
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　

☎
２
１
４
－
９
７
６
２

スポーツ少年団北信地区競技別交流大会サッカー競技の様子
（高山村開催）

１

　

県
教
育
委
員
会
か
ら
、
届
出
者

宛
て
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

２　

工
事
着
工
に
あ
た
り
、
村
教
育

委
員
会
が
現
場
立
会
し
ま
す
。

　

ま
た
、
工
事
内
容
に
よ
っ
て
は
、

試
掘
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

３　

掘
削
工
事
中
に
遺
跡
を
確
認
し

た
ら
、
直
ち
に
工
事
を
中
断
し
、

村
教
育
委
員
会
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
後
日
、
調
査
を
行
い
、
そ

の
後
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

４
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地
域
の
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
地
域

課
題
を
解
決
す
る
専
門
的
な
ス
キ
ル
を

持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
的
な
人
材
養
成
を
目

指
す
た
め
、
令
和
８
年
度
長
野
県
シ
ニ

ア
大
学
長
野
学
部
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

　

よ
り
楽
し
く
輝
い
て
生
き
る
た
め
、

仲
間
と
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
入
学
資
格

　

概
ね
50
歳
以
上
の
県
内
在
住
の
方

一
般
コ
ー
ス

一
般
コ
ー
ス

▼
募
集
定
員

　

１
３
０
名
（
先
着
順
）

▼
学
習
期
間
・
時
間

　

２
年
間

　

年
60
時
間
（
４
時
間
×
年
間
15
日
）

▼
学
習
内
容

◦
社
会
活
動
・
教
養
講
座
（
豊
か
な

人
生
・
暮
ら
し
と
安
心
他
）

◦
趣
味
・
健
康
・
交
流
講
座
な
ど

▼
授
業
料

　

年
額
１
万
２
千
円

　
（
教
材
費
等
別
途
費
用
あ
り
）

困
っ
て
い
る
人
に
寄
り
添
う
医
療
を

困
っ
て
い
る
人
に
寄
り
添
う
医
療
を

　

設
立
80
周
年
を
迎
え
た
轟
病
院
は
、

「
困
っ
て
い
る
人
に
寄
り
添
う
」
と
い

う
初
代
院
長
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
地

域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
医
療

制
度
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合
わ
せ
、
外

来
・
入
院
診
療
に
加
え
、
在
宅
医
療
や

救
急
診
療
の
体
制
も
整
備
し
て
き
ま
し

た
。
介
護
保
険
と
の
連
携
も
強
化
し
、

切
れ
目
な
い
サ
ー
ビ
ス
と
諦
め
な
い
医

療
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
皮
膚
疾
患
で
お
悩
み
の
方

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
常
勤
の
女

性
医
師
を
迎
え
て
皮
膚
科
診
療
を
開
始

し
、
ま
た
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
立
ち
上
げ
、
在
宅
医
療
の
充
実
を
進

め
て
い
ま
す
。

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
長
野
学
部

学
生
を
募
集
し
ま
す

シ
リ
ー
ズ
「
須
高
地
域
の
医
療
を
支
え
る
病
院
と
か
か
り
つ
け
医
④
」

生
涯
学
習

地
域
医
療
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
窓

専
門
コ
ー
ス

専
門
コ
ー
ス

▼
募
集
定
員

　

30
名
（
書
類
選
考
後
、
面
接
）

▼
学
習
期
間
・
時
間

　

１
年
間　

年
40
時
間
（
年
間
10
日
）

▼
学
習
内
容

　

ゼ
ミ
方
式
に
よ
り
、活
動
計
画
を
立

て
、地
域
に
出
向
き
な
が
ら
実
践
を
通

し
て
専
門
的
な
講
座
を
行
い
ま
す
。

▼
授
業
料

　

年
額
２
万
６
千
円

両
コ
ー
ス
共
通

両
コ
ー
ス
共
通

▼
募
集
案
内
・
願
書

　

シ
ニ
ア
大
学
長
野
学
部
に
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限　

　

３
月
31
日
㈫

▼
一
般
・
専
門
コ
ー
ス

　

共
通
二
次
元
コ
ー
ド

　

こ
ち
ら
か
ら
も
願
書

を
取
り
出
せ
ま
す
。

◆
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
長
野
学
部

　
（
長
野
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
）

　

☎
２
２
８
－
７
０
２
３

◆
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

☎
２
４
２
－
１
２
０
０

つ
な
ぎ
目
の
な
い
医
療
の
提
供

つ
な
ぎ
目
の
な
い
医
療
の
提
供

　

慢
性
期
医
療
を
中
心
と
し
た
病
院
で
、

急
性
期
病
院
か
ら
の
転
院
や
在
宅
・
施

設
か
ら
の
入
院
患
者
さ
ん
が
多
く
い
ま

す
。
難
病
や
身
体
機
能
が
低
下
し
た
方

な
ど
を
受
け
入
れ
、
運
動
機
能
や
食
事

摂
取
の
改
善
を
目
指
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ

や
治
療
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
退
院
後
も
訪
問
に
よ
る
診
療
・

看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、
継
続
的
な
医

療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

多
職
種
・
地
域
連
携
で
支
え
る

多
職
種
・
地
域
連
携
で
支
え
る

健
康
づ
く
り

健
康
づ
く
り

　

全
て
の
患
者
さ
ん
に
、
医
師
・
看
護

師
・
リ
ハ
ビ
リ
職
な
ど
の
専
門
職
が
連

携
し
、
総
合
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
や
地
域
と
連
携
し
、
体
操

教
室
や
健
康
診
断
な
ど
、
地
域
の
健
康

づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
轟
病
院

　

☎
２
４
５
－
０
１
２
６

詳細は轟病院
ホームページを
ご覧ください

多
職
種
が
連
携
し
て
提
供
す
る
地
域
医
療

医
療
法
人
公
仁
会　

轟
病
院
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１月の高山分署の出動状況（１月１日～１月 31 日）

春の全国火災予防運動春の全国火災予防運動
　３月１日から７日までの１週間、全国一斉に「春の全
国火災予防運動」が行われます。
　この１週間を契機に、改めて身の回りの危険要素を確
認・把握することで防災意識を高め、地域一体となり火
災予防に努めていきましょう。

〈お問い合わせ〉
　☎０２６－２４８－０１１９
消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）
　☎０２６－２４５－１１１９（２月 24 日まで )
　☎０２６－２６６－０１１９（２月 25 日から）

林野火災注意報と林野火災警報の運用開始林野火災注意報と林野火災警報の運用開始
　2025 年２月の大規模な林野火災（岩手県）を受けて、
１月１日から「林野火災注意報」と「林野火災警報」
の運用が始まりました。
　発令時は、防災行政無線・車両広報・SNS などでお知
らせします。郷土の豊かな自然を守るため、皆さんのご
理解とご協力をお願いします。
　日頃から、火の取り扱いには十分にご注意ください。

【林野火災注意報】
▶発　令　空気が非常に乾燥し、林野火災が発生しやす

い気象条件のとき。
▶努力義務　林野および周辺の指定区域では、屋外での火

の使用は控える。
【林野火災警報】
▶発　令　林野火災注意報に強風注意報が加わるとき。
▶義　務　林野および周辺の指定区域では、屋外での火

の使用は控える。
※たき火、山林などでの火入れ、喫煙なども含まれます。
※消防署へ「火災とまぎらわしい行為の届け出」をし

ている場合も対象となります。
▶お問い合わせ　須坂市消防本部予防課
　　　　　　　　（☎０２６－２４５－４２００）

119番通報を受ける消防指令業務の（仮）119番通報を受ける消防指令業務の（仮）
共同運用が始まります共同運用が始まります
　須坂市消防本部は、２月25日から、119番通報を受ける
消防指令業務の（仮）共同運用を長野市消防局と行います。
１か月余りの仮運用期間を経て、４月１日から本運用を開
始します。119番のかけ方は今までと変わりありません。
▶お問い合わせ　須坂市消防本部警防課
　　　　　　　　（☎０２６－２４５－４９００）

消 防 情 報
高山小学校

342

区　分
当月出動件数 本年度累計出動件数

（令和７年４月１日～１月 31 日）
うち村内 うち村内

火　災 1 0 4 2
調　査 0 0 6 6
救　急 30 27 343 263

計 31 27 353 271

元気いっぱい がんばる１年生元気いっぱい がんばる１年生
　１年生が４月に入学してから、もう少しで１年が経
とうとしています。これまで、日々の学習や、小学校で
初めての行事をたくさん経験してきた１年生が、心身
共に成長していることを感じます。１年生はたくさん
の文字を学んでおり、１学期はひらがな、２学期はカ
タカナ、そして漢字の学習もしています。授業では、学
習してきたことを生かして、自分の考えを文で詳しく
表すことができるようになってきました。週末は絵日
記の課題にも取り組んでおり、出来事や、そのときに
感じたことをしっかりと書き表しています。１年生の
子が書いた日記を紹介します。

　だんだん長い文章も書けるようになってきました。
自分の思いを表現する楽しさを感じたり、他の人の文
を読んで思いを感じ取ったりできるようになってほ
しいと思います。
　また、１年生は３学期に、けん玉にも挑戦していま
す。子どもたちは、技が成功するまで何度も練習し、で
きたときには、とびっきりの笑顔で「やった！でき
た！」と喜んでいます。互いに励まし合ったり、教え
合ったりする姿も見られます。あきらめずに取り組ん
で、できたときの達成感を感じてほしいです。

　きょうは、おねえちゃんとゆきあそびをし
ました。すべりだいをつくりました。ゆきが
つめたかったです。つかれたけどたのしかっ
たです。またゆきあそびをしたいです。学校
でしたいです。
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役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

　

村
で
は
、
長
野
県
弁
護
士
会
と
協
定

を
締
結
し
、
無
料
法
律
相
談
会
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

離
婚
・
相
続
・
借
金
の
整
理
・
交
通

事
故
・
労
働
問
題
・
境
界
紛
争
な
ど
を

は
じ
め
、身
近
な
法
律
問
題
で
お
困
り
の

方
は
、こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
度
相
談
会
日
程

開
催
日
時

　

３
月
17
日
㈫

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
　
（
30
分
×
４
枠
）

相
談
時
間

　

１
件
に
つ
き
30
分
以
内

　

事
前
予
約
制
で
す
。相
談
日
の
１
か
月

前
か
ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、総

務
課
総
務
係
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

場　

所

　

役
場　

第
２
応
接
室

　

総
務
課
総
務
係

役

役

役

役

記
名
の
な
い
ご
み
袋
は
回
収
で
き
ま
せ
ん

　

村
で
は
、
ご
み
の
搬
出
に
お
け
る
個
々

の
マ
ナ
ー
の
向
上
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
管
理
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
ご

み
袋
へ
の
記
名
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
、一
部
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

名
前
の
書
か
れ
て
い
な
い
ご
み
袋
が
見

受
け
ら
れ
、管
理
す
る
区
が
残
さ
れ
た
ご

み
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
搬
出
す
る
際
は
、
収
集
日
に
各

地
区
で
決
め
ら
れ
た
時
間
ま
で
に
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
日
、
役
場
に
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
、

住
所
異
動
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

　

２
月
25
日
か
ら
、
聴
覚
や
発
話
の
障
が

い
等
で
、
音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通
報

が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
た
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ

１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
が

始
ま
り
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
と
は

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
通
報
用

Ｗ
ｅ
ｂ
機
能
を
通
し
て
、
簡
単
な
画
面

操
作
で
１
１
９
番
通
報
を
行
う
仕
組
み

ご
み
袋
に
は
必
ず
名
前
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い

３
月
22
日
㈰

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

運
用
開
始

無
料
法
律
相
談
会
を

定
期
開
催
し
ま
す

●お知らせ

問 チャ

で
す
。
通
報
内
容
は
須
坂
市
消
防
本
部

に
送
信
さ
れ
、
火
災
・
救
急
・
救
助
な

ど
の
必
要
な
対
応
が
行
わ
れ
ま
す
。

利
用
対
象
者

　

須
坂
市
消
防
本
部
が
管
轄
す
る
地
域

に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
も
し
く
は
在
学

の
方
で
、
聴
覚
障
が
い
、
発
話
障
が
い

な
ど
に
よ
り
、
音
声
で
の
通
話
が
困
難

な
方
が
対
象
で
す
。

利
用
方
法

　

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
を
利
用
す
る
に
は
事

前
登
録
が
必
要
で
す
。
事
前
登
録
後
に

発
行
さ
れ
る
情
報
を
端
末
に
設
定
す
る

こ
と
で
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

福
祉
係
窓
口
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
福
祉
係
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

須
坂
市
消
防
本
部
警
防
課

　

☎
２
４
５
－
４
９
０
０

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
た
か
や
ま
２
０
２
６
年
１
月
号

で
掲
載
し
ま
し
た
「
た
か
や
ま
チ
ャ
ン

ネ
ル
番
組
紹
介
」
に
お
い
て
、
講
師
の

お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

差
別
を
な
く
す
村
民
集
会

　

講
師　

堀
井　

正
子 

さ
ん

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

総
務
課
企
画
政
策
係

関
す
る
手
続
き
等
を
行
う
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
日
時

　

３
月
22
日
㈰

　
　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

住
所
異
動
（
転
入
・
転
出
等
）
届
の

受
付
、
戸
籍
届
書
の
受
付
、
印
鑑
登
録
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
手

続
き
全
般
、
各
種
証
明
書
（
戸
籍
証
明

書
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸

籍
の
附
票
、
身
分
証
明
書
等
）
の
交
付

　　

住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

搬
出
に
あ
た
っ
て
は
、
高
山
村
指
定
の
ご

み
袋
に
入
れ
、
油
性
ペ
ン
等
で
名
前
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。名
前
の
書
い
て
な
い

ご
み
袋
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

ル
ー
ル
を
守
り

き
れ
い
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
各
地
区
及
び

衛
生
組
合
で
定
期
的
に
掃
除
す
る
な
ど

管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
搬
出
す
る
際
は
お
互
い
に

ル
ー
ル
を
守
り
、き
れ
い
な
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

住
民
税
務
課
生
活
環
境
係
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令
和
７
年
度
の
二
十
歳
の
つ
ど
い
は
、

公
民
館
改
修
工
事
の
た
め
会
場
を
健
康

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
村
内
で
は
、
56
名

の
皆
さ
ん
が
二
十
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
藤
沢
村
長
か
ら
「
責
任

あ
る
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を

持
ち
、
意
気
揚
々
と
羽
ば
た
き
、
高
山

村
の
未
来
を
明
る
く
す
る
原
動
力
と
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
来
賓

の
梨
本
進
村
議
会
議
長
と
望
月
千
惠
子

選
挙
管
理
委
員
長
、
旧
担
任
の
皆
さ
ん

よ
り
、
二
十
歳
の
前
途
へ
の
祝
い
と
励
ま

し
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
日
、
二
十
歳
の
門
出
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
家
族

や
先
生
方
、
地
域
の
皆
様
の
温
か
い
愛

情
と
ご
指
導
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
こ
の

高
山
村
で
育
ち
ま
し
た
。
正
直
に
言
う

と
村
に
は
遊
ぶ
場
所
も
多
く
は
な
く
、

　

二
十
歳
を
代
表
し
て
山
口
紗
良
さ
ん

（
荒
井
原
）
に
藤
沢
村
長
か
ら
記
念
の

品
が
手
渡
さ
れ
、最
後
に
藤
澤
拓
未
さ
ん

（
松
南
）
が
二
十
歳
を
代
表
し
て
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

集
ま
る
場
所
も
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
思
え
ば
何
も
な
い
場
所
だ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
何
気
な
い
時
間
が
特
別
だ
っ

た
と
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
私

も
今
は
県
外
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
と

思
っ
て
い
た
家
族
の
存
在
や
周
囲
の
方
の

支
え
の
大
き
さ
を
改
め
て
強
く
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
照
れ
く
さ

い
で
す
が
、
こ
う
し
て
節
目
を
迎
え
ら
れ

た
の
も
支
え
て
く
れ
た
家
族
の
お
か
げ
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
反
面
大
人
に
な
っ
た
と
感

じ
る
瞬
間
も
増
え
ま
し
た
。
学
校
や
ア

ル
バ
イ
ト
先
に
行
っ
て
も
、
誰
か
に
強
く

指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
自
分

の
行
動
に
は
自
分
で
責
任
を
持
つ
立
場
に

な
っ
た
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

私
は
大
学
2
年
生
で
学
生
生
活
も
折
り

返
し
を
迎
え
て
い
ま
す
。
将
来
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
不
安
に
な
る
こ
と
も
正
直
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ

今
は
こ
の
瞬
間
、
こ
の
時
を
大
切
に
し
な

が
ら
目
の
前
の
こ
と
を
精
一
杯
楽
し
ん
で

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
級
生
の
皆
さ
ん
、
ど
こ
に
行
っ
て
も

帰
っ
て
く
る
場
所
は
高
山
村
で
す
。
こ
こ

に
帰
れ
ば
家
族
や
温
か
く
迎
え
て
く
れ

る
地
域
の
方
々
が
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

道
で
頑
張
っ
て
、
ま
た
こ
の
村
で
笑
っ
て

会
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
わ
た
し
た
ち
で
す

が
、
皆
様
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
温
か
い
目

で
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
歳
の
門
出

二
十
歳
の
門
出

１
月
11
日（
日
）

記
念
式
典

記
念
式
典

二
十
歳
代
表
あ
い
さ
つ

藤
澤　

拓
未 

さ
ん

小中学校時代の恩師

記念品を受け取る山口さん
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お
父
さ
ん
が

出
張
な
の
に

大
雪
だ
な
ん

て
…

そ
う
よ
っ

お
父
さ
ん
帰
る

ま
で
二
人
で

し
っ
か
り
お
留

守
番
し
な
い

と
…

お
か
あ
さ
ん

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

だ
よ
♪

タ
カ
ち
ゃ
ん
が

と
っ
て
も
強
い
味

方
に
応
援
た
の
ん

で
お
く
か
ら
っ

お
と
う
さ
ん

明
日
帰
っ
て
く

る
ん
だ
よ
ね
♫

？

記
念
行
事

記
念
行
事

　

実
行
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
企
画

し
た
記
念
行
事
で
は
、
久
し
ぶ
り

に
再
会
し
た
友
だ
ち
と
の
会
話
も

は
ず
み
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し

た
。
グ
ー
ラ
イ
ト
提
供
の
懐
か
し
い

思
い
出
映
像
が
上
映
さ
れ
る
と
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
ク
イ
ズ
や
近
況
報
告
、
将
来

の
夢
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

途
中
、
高
山
タ
カ
オ
君
の
登
場
に

会
場
の
熱
気
も
最
高
潮
に
。

　

最
後
に
、
３
名
の
旧
担
任
よ
り
、

当
時
の
思
い
出
話
と
共
に
、
こ
れ
か

ら
も
様
々
な
場
面
で
活
躍
で
き
る

人
間
に
な
る
よ
う
に
祈
っ
て
ま
す
と

エ
ー
ル
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
も
会
話
は
切
れ
る
こ
と

な
く
長
い
こ
と
続
い
て
い
ま
し
た
。

二
十
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
の
前
途
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

生生 涯涯
青青 春春

麻
雀
で
脳
ト
レ

　

シ
ニ
ア
の
楽
し
み
と
し
て
の
麻
雀

は
、
近
年
そ
の
有
効
性
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
指
先
を
動
か
し
、
頭
を

使
い
、
会
話
を
楽
し
む
麻
雀
は
健
康

的
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
娯
楽
と
言
え
ま

す
。

　

公
民
館
で
は
、
１
月
15
日
（
木
）

に
「
シ
ニ
ア
麻
雀
倶
楽
部
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
初
め
て
麻

雀
牌
を
見
る
人
か
ら
昔
か
な
り
熱
中

し
た
上
級
者
ま
で
16
名
が
集
ま
り
、

４
卓
囲
む
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
緊
張
し
て
い
た
初
心
者

の
方
も
、
慣
れ
て
く
る
と
仲
間
と
会

話
を
し
な
が
ら
麻
雀
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

思い出映像に見入る参加者

タカオ君登場 !!

はじめての麻雀に挑戦する参加者
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堀
炬
燵
ま
た
ジ
ョ
ー
カ
ー
の
廻
り
く
る	

栗
原	

ヒ
サ
エ

寒
き
夜
や
暗あ
ん
き
ょ渠
は
高
き
水
音
上
ぐ	

久
保
田	

孝
子

遠
き
日
の
記
憶
を
た
ど
り
手
毬
唄	

勝
山	

栄
泉

大
晦
日
お
し
ゃ
べ
り
尽
き
ぬ
母
娘
か
な	

宮
﨑	

真
弓

コ
ボ
ち
ゃ
ん
で
フ
フ
フ
位
の
初
笑	

藤
沢	

つ
よ
し

永
田
町
「
さ
な
え
」
を
名
乗
る
雪
女
郎	

	

独
川

幼
子
の
年
玉
握
り
し
め
夢
に
入
る	

	

政
子

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
回
し
て
ば
か
り
三
が
日	

	

つ
よ
し

初
日
之
出
六
度
目
之
干
支
意
気
揚
々	

	

一
雄

水
仙
の
芽
は
青
空
を
さ
し
て
伸
ぶ	

	

庸
子

ク
リ
ス
マ
ス
上
手
に
プ
ツ
チ
ン
プ
リ
ン
し
て	

龍
夜

子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
寄
り
ど
ん
ど
焼
き	

孝
夫

初
春
や
稚や
や

の
尿ゆ
ま
り
の
き
ら
き
ら
す	

	

悠
子

亡
き
母
の
思
ひ
出
匂
う
冬
帽
子	

伊
賀	

岳
陽

大
晦
日
気
息
整
へ
蕎
麦
を
打
つ	

高
野	

閑
林

真ま

っ
新さ
ら

な
わ
く
わ
く
感
や
新
暦	

佐
藤	

喜
代
美

ど
う
み
て
も
し
わ
の
減
ら
せ
ぬ
初
鏡	

浦
野	

ス
ミ
子

冬
帽
子
脱
げ
ば
湯
気
立
つ
遠
い
道	

園
山	

達
雄

味
噌
汁
の
匂
い
も
旨
し
寒
の
朝	

宮
川	

節
子

新
年
合
同
投
句

新
年
合
同
投
句

俳
句
俳
句

青空のもと、全員で記念撮影

リフト降り場から遠く北アルプスをのぞみ、
初スキーを楽しむ参加者

出場報告をする原さん

３月の生涯学習事業３月の生涯学習事業

問い合わせは公民館まで。（☎２１４―９７６２）

開  催  日 事　業　名 場　所
3月10日（火）・
　  24日（火）

シニア麻雀
倶楽部

高齢者
福祉センター

3月15日（日）
 ～ 29日（日） 高山小俳句展 一茶館

3月28日（土） 高山村公民館
完成式 公民館

　

１
月
５
日
（
月
）
～
８
日
（
木
）

／
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）
に
東

京
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
78
回

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校

選
手
権
大
会
」
に
東
京
都
市
大
塩
尻

高
校
２
年
の
原　

琴
美
（
中
原
）
さ

ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

１
月
12
日（
月
）

12
月
22
日（
月
）

春
高
バ
レ
ー

春
高
バ
レ
ー

出
場
の
報
告

出
場
の
報
告

く
わ

村
く
わ

　
「
親
子
ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
教
室
」
が
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
ワ
イ
ル
ド
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
冬
一
番
の
寒
気
襲
来
！

親
子
ふ
れ
あ
い

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

　

前
日
は
、
こ
の
冬
一
番
の
寒
気
襲

来
で
雪
が
た
く
さ
ん
降
っ
て
い
ま

し
た
が
、
当
日
は
遠
く
ア
ル
プ
ス
が

見
通
せ
る
ほ
ど
晴
れ
渡
り
、
絶
好
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ
ご
と
に
準

備
体
操
を
済
ま
せ
、
早
速
リ
フ
ト
に

乗
っ
て
滑
走
開
始
で
す
。最
初
は
転

ん
で
い
た
子
も
少
し
ず
つ
上
達
し
、

一
度
も
転
ば
ず
に
下
ま
で
降
り
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

講
習
終
了
後
も
ス
キ
ー
を
楽
し

む
親
子
が
多
く
、
冬
の
高
山
村
を
満

喫
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 
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二
月
、高
山
村
は
銀
世
界
。白
い

雪
に
、真
っ
白
な
白
樺
の
木
、美
し

い
で
す
。

　

白し
ら
か
ば樺
は
、
植
物
分
類
学
的
に
は

シ
ラ
カ
ン
バ
と
い
い
ま
す
。カ
バ

ノ
キ
科
の
樹
皮
白
い
高
木
樹
。

　

シ
ラ
カ
ン
バ
は
少
し
寒
冷
な
気

候
、
長
野
で
は
標
高
１
０
０
０
ｍ

く
ら
い
の
高
原
に
多
い
で
す
。暖

か
い
関
東
な
ど
に
は
あ
ま
り
な
く

シ
ラ
カ
ン
バ 

～
森
の
は
じ
ま
り
の
木
～

て
、シ
ラ
カ
ン
バ
を
見
る
と
、信
州

の
高
原
に
来
た
な
っ
て
気
分
に
な

り
ま
す
。信
州
で
は
お
盆
の
迎
え

火
に
使
う
な
ど
、
古
く
か
ら
身
近

な
木
で
す
ね
。

　

シ
ラ
カ
ン
バ
は
山
火
事
や
崩
壊

地
に
い
ち
早
く
生
え
て
く
る
木
で

す
。寿
命
は
短
く
20
～
30
年
と
も
。

ま
わ
り
に
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
木
が

茂
っ
て
、
森
が
暗
く
な
る
と
枯
れ

て
し
ま
い
ま
す
。次
の
ミ
ズ
ナ
ラ

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
す
。

　

１
９
６
０
年
代
ご
ろ
ま
で
は
、茅

葺
き
屋
根
や
堆
肥
の
た
め
に
野
焼

き
な
ど
を
し
て
い
た
草
地
（
茅
場
）

が
各
地
に
あ
り
ま
し
た
。人
の
生
活

が
変
わ
り
、使
わ
れ
な
く
な
っ
た
草

地
に
、い
ち
早
く
生
え
て
き
た
の
が

シ
ラ
カ
ン
バ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。今
は
シ
ラ
カ
ン
バ
の
森

は
次
の
森
へ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見

え
る
山
や
森
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
こ
に
人
の

暮
ら
し
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。気
候
変
動
も
ま
た
、森
を
変
え

る
の
だ
ろ
う
か
と
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
に
あ
た
り
な
が
ら
考
え
て
い

ま
す
。

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

シラカンバ

本本と
と だも ち

肉団子もちきび蒸し肉団子もちきび蒸し

　肉団子もち米蒸しは、中華料理の一つで「チュンジュワン
ズ」と呼ばれています。
　「チュンジュ」とは、真珠のことです。肉団子につけたもち
米が、蒸しあがるとツヤを出すことから、もち米を真珠に見立
ててこのような名前がつけられました。給食では、輝きが増
すようにきびも入れました。
� （高山村学校給食センター　栄養教諭　西澤明美）

《材料》（４人分） ① もち米は洗って、一晩水に
つけるか、ぬるま湯に１時間
つけて、ざるにあげ、水気をきる。

② 長ねぎは、みじん切りにする。
③ Ａをよく混ぜて肉団子を作る。
④ ③にもち米ときびを混ぜてつけて、

火が通るまで 20 分くらい蒸す。
⑤ 食べる時に酢じょうゆをかける。

豚ひき肉��������170g
絞り豆腐��������� 50g
長ねぎ����������� 50g
おろししょうが���少々
片栗粉��������大さじ1
塩��������� 小さじ1/3
しょうゆ������小さじ1

ごま油����� 小さじ1
酒��������� 小さじ1
もち米�������� 50g
きび���������� 10g
しょうゆ��� 小さじ2
酢��������� 小さじ2

　

２
月
に
入
り
寒
い
冬
が
続
い

て
い
ま
す
ね
。
１
月
前
半
ま
で

は
、
脅
か
し
程
度
の
雪
化
粧
。

ス
キ
ー
場
も
不
安
に
な
る
位
に

雪
が
少
な
か
っ
た
。
そ
の
分
、

平
地
は
車
の
運
転
楽
で
し
た

ね
。

　

１
月
後
半
の
寒
波
は
大
雪
に

な
る
か
と
思
え
ば
、
他
に
比
べ
た

ら
大
し
た
こ
と
な
い
な
と
思
え

る
程
度
で
し
た
。ド
カ
雪
は
嫌
で

す
が
、適
度
な
ら
良
い
で
す
ね
。

　

ま
だ
気
を
抜
け
ま
せ
ん
が
、

皆
さ
ん
も
運
転
は
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。�

（
山
㟢　

記
）

Ａ

「わたしの推
お
し本、この一冊！」

（利用者のおすすめ本　パート１）
テーマ

◆Aさんの推し本！
「流木記　ある美術館主の80年」 

窪島誠一郎（白水社）
波乱万丈の壮絶な人生の中で信州上田の地に自費
で戦没画学生慰霊美術館を建てた軌跡と、戦没画
学生の作品に込められた命の絵を全国奔走して集
めた信念には、感動というより衝撃を受けます。

◆Bさんの推し本！
「いつでも君のそばにいる
　　小さなちいさな優しい世界」 

リト＠葉っぱ切り絵（講談社）
『葉っぱ切り絵』という不思議で素敵な世界を切り
拓いたリトさんの作品集。くすっと笑えたり、ほろ
りと泣きそうになったり、心がじんわりあたたかく
なれる本。

◆Cさんの推し本！
「妖怪アパートの幽雅な日常」 香月日輪（講談社）
本の中に出てくる食べものがとても美味しそう♡
人とのつきあい方など、大人になって読んだけど、
小学生の時に読みたかったNO.1の本。

21 2026.2 .15 館報
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日 曜日 行事予定（時間 •会場等） 担　　　当 お問い合わせ

1 日 春の全国火災予防運動（～ 7 日）　☞ 16 頁 総務課危機管理防災係 ☎ 214-2263

2 月 2 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 23 頁 住民税務課税務係 ☎ 214-9244

3 火

4 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 23 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

5 木

6 金 認知症を知る講演会（13 時 30 分～ 15 時　保健福祉総合センター）　☞ 9 頁 地域包括支援センター ☎ 242-1203

7 土

8 日

9 月 1 歳 6 か月・2 歳・3 歳児健康診査（保健福祉総合センター）　☞ 23 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

10 火

11 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 23 頁
寄ったい市場（9 時 30 分～ 11 時 30 分　保健福祉総合センター）

健康福祉課保健予防係
地域包括支援センター

☎ 242-1202
☎ 242-1203

12 木

13 金 基本健診（8 時～ 14 時　保健福祉総合センター）
子育てセミナー（10 時 30 分～ 11 時 45 分　保健福祉総合センター）　☞ 23 頁

健康福祉課保健予防係
子育て支援センター

☎ 242-1202
☎ 242-2660

14 土 シルバー人材センター作品展・バザー（10時～15時　須坂市福祉会館） 須高広域シルバー人材センター ☎ 246-2003

15 日 シルバー人材センター作品展・バザー（9時～12時　須坂市福祉会館） 須高広域シルバー人材センター ☎ 246-2003

16 月

17 火 無料法律相談会（13 時 30 分～ 15 時 30 分　役場第２応接室） 総務課総務係 ☎ 214-9243

18 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 23 頁
中学校卒業式

健康福祉課保健予防係
高山中学校

☎ 242-1202
☎ 245-0948

19 木 行政相談（13 時 30 分～ 15 時 30 分　役場第 2 応接室）
体育施設調整会議（18 時～　役場第 2 会議室）

総務課総務係
教育委員会生涯学習係

☎ 214-9243
☎ 214-9762

20 金 信州プロレス in 高山村（中学校体育館　11 時～ 15 時 30 分）
（祝日　春分の日）

総務課企画政策係 ☎ 214-2263

21 土

22 日

23 月

24 火 たかやま保育園卒園式
小学校卒業式

たかやま保育園
高山小学校

☎ 245-6842
☎ 245-0594

25 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 23 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

26 木

27 金

28 土 公民館完成式（9時30分～ 11時30分） 教育委員会生涯学習係 ☎ 214-9762

29 日

30 月

31 火 3 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 23 頁 住民税務課税務係 ☎ 214-9244

３ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー３ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー

●３月の予定



23 2026.2 .15 広報

広報たかやまを
スマートフォン等へ配信！

村政に関する情報を
配信中！

高山村公式
ホームページ

高山村公式
フェイスブック
いいね！、フォロー
お願いします！

●３月の予定

須高広域シルバー人材センター入会説明会　◆須高広域シルバー人材センター　☎ 246-2003
期　日 時　間 場　　　　　　所

3 月 18 日 ㈬ 午後 1 時 30 分～ 3 時 保健福祉総合センター内 須高広域シルバー人材センター高山事務所

子育て支援センター　◆子育て支援センター　☎ 242-2660
イベント名 期　日 時　　間 会　　場 内　　　容

子育てセミナー 3 月 13 日 ㈮ 午前10時30 分
～11 時 45 分

保健福祉総合センター
第３会議室

「閉校式・交流会」
支援センター職員

※今年度最後の子育てセミ
ナーになります。皆さんと
の茶話会を予定しています。

保育園開放日 3 月の園開放日はありません。

※セミナーへの参加は事前に申込みが必要です。子育て支援センターまでお問い合わせください。

２、３月の納税等の納期限・口座振替日　◆住民税務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

２月分 3 月 2 日 ㈪

国民健康保険税 ６期分 保育料・児童クラブ利用料 ２月分

後期高齢者医療保険料 ６期分 水道料金 ６期分

介護保険料 ６期分

３月分 3 月 31 日 ㈫ 下水道・農業集落排水使用料 ６期分 保育料・児童クラブ利用料 ３月分

健康相談　◆健康福祉課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　　　　　考

3 月 4 日 ㈬
3 月 11 日 ㈬
3 月 18 日 ㈬
3 月 25 日 ㈬

保健福祉
総合センター

午前 9 時
～正午

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・
育児相談など健康管理全般について知りたい方はお出
かけください。

＊電話での相談も随時受け付けています。
＊在宅介護関係については、地域包括支援センター（☎

242-1203）にご相談ください。

乳幼児健康診査　◆健康福祉課保健予防係　☎ 242-1202
対　　象　　児 期　日 会　場 受付時間 持　ち　物

1 歳 6 か月児 令和 6 年
7 月 15 日 ～ 9 月 9 日生まれ

3 月 9 日 ㈪ 保健福祉
総合センター

午後 1 時
〜 1 時 20 分

母子手帳
幼児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票
子どもノート

2 歳児 令和 6 年
1 月 15 日 ～ 3 月 9 日生まれ

3 歳児 令和 5 年
1 月 15 日 ～ 3 月 9 日生まれ
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令和８年２月１日

現在の住民基本台帳人口
（前月との比較）
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◆健康福祉課保健予防係　◆健康福祉課保健予防係　☎☎ 242-1202242-1202

こんにちは　あかちゃん
第204回

世帯数（− 8）   2,450 戸
人　口（− 8）   6,366 人
　男  　（− 6）   3,174 人
　女  　（− 2）   3,192 人

表
紙
の
紹
介

　

１
月
26
日
㈪
、
藤
沢
村
長
が
岐

阜
県
高
山
市
の
田
中
市
長
を
表

敬
訪
問
し
、
意
見
交
換
等
を
行
い

ま
し
た
。

　
「
飛
騨
じ
ゃ
ね
ぇ
し
」
が
口

癖
の
信
州
高
山
村
観
光
協
会
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
高
山
タ
カ
オ

君
」
も
訪
問
し
、
高
山
市
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
さ
る
ぼ
ぼ
の
ひ
だ

く
ん
」
と
の
交
流
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

岐
阜
県
高
山
市
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た

す
こ
や
か
に
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み

たかやま保育園

　全身を使って動くことを「粗大運
動」と呼びますが、歩く、座る、ジャ
ンプするなどの基本的な動作のこと
です。その機能は体の中心から手足
の先へと順番に発達していきます。
　ひよこ組には、１歳を過ぎたばか
りのハイハイで移動する子もいれば
２歳半で走るのが早くジャンプも上
手な子もおり、子どもたちの発達段階はさまざまですが、粗大
運動をたくさん取り入れて体をしっかり動かし、身体の発達
を促しています。例えば、低いすべり台をハイハイでよじ登っ
てお腹で滑り降りる０歳児の子や、同じすべり台でも滑らずに
駆け下りて楽しむ１歳児さんもいます。マットの上をゴロゴロ

と転がるのが好きな子や、30セ
ンチのスポンジブロックに立ち
上がってジャンプする子も！何
事にも全力で遊ぶ子どもたちで
す。これからもたくさん遊びな
がら、しっかりと体の土台を作っ
ていきたいと思います。

身体を使って遊ぶ=発達を促すこと

輝き！ムラビト図鑑「自分らしく輝く～井浦由美子さん～」
初回放送：２月23日㈪  ９：00 ～
　高山村で自宅サロンを営みながら、看護師としても働
く井浦由美子さん。去年初めて「Mrs & Mr of the Year 
長野大会」に挑戦しました。ドレスやメイク、ウォーキ
ングなど初めての経験を重ね、ゴージャス部門で入賞。
ファイナリストとして日本大会への出場を果たします。
　井浦さんが自分らしく輝こうと生きる姿とその想いを
描きます。

たかやまチャンネル（122ch）

健康管理センターで３か月健診を受診された元
気なあかちゃんを紹介しています。
今回は、１月健診を受診された赤ちゃんです！

湯本　 莉
り ほ

穂 ちゃん（三　郷）

徳武　 紬
し ゅ う か

夏 ちゃん（久　保）
伊東　 永

と お き

輝 ちゃん（黒　部）

荒木　 彩
さ き

季 ちゃん（赤　和）
武田　 結

ゆ う ひ

陽 ちゃん（　紫　）

左上から

左下から


